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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ズボンの左右の脚が身体の左右中心部分で繋がる又部分のＵ字底部（５）に取り付けら
れるように形成された粘着剤処理を施したシートで、ズボンなどの左右中心の縫い目をま
たぐように左右それぞれの脚の方向に貼り付けて取り付けられ、粘着剤を施したシートを
直接ズボンなどに貼り付けることによって、ズボンなどのパンツ類着用時に身体の動きに
合わせて形を変えるズボンと一体化し、ズボンの動きに対して自在に形を合わせる事を可
能にした、ズボンやパンツなどに直接装着する、下着の代わりに用いる使い捨てシート。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ズボン着用時に下着の線が浮き出る事を回避するためのひとつの方法として
、下着を着ける事無く陰部を衛生的に保ちながらズボンをはく事を可能にするための、ズ
ボンに装着する下着です。
【背景技術】
【０００２】
　女性用には、下着に貼って使用するおりもの用のシートやナプキンが市販されており、
これらを使用することで下着の汚れを防ぐ事が出来ます。
【先行技術文献】
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【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００７―３７６６０号公報
【特許文献２】実公昭３２－０００６１６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　身体に密着するような、ズボンやパンツを着用する際に下着の線がハッキリと浮き出る
事や、段になって下着の形がそのまま現れる事があります。
【０００５】
　ズボンの表面に浮き出る下着の線を無くすために下着を着ける事無くズボンやパンツを
着用する方がいますが、ズボンの縫いしろ部分が身体に食い込む事になり、不衛生になり
ます。
【０００６】
　不衛生にならないように、下着に装着するために作られたおりもの用シートや、生理用
のナプキン類は、ズボンへの装着を試みようとしても、ズボン装着場所は線状に細く、左
右中央から二つ折りの状態で垂直に下方向に折り曲がり、尚且つズボン着用時の前後は上
向きに扇状に広げた形状になる為、ズボンに貼って使用する事が出来ません。
【０００７】
　上記文献１の形状は、身体との密着を最大の目的としており、ナプキンが身体からずれ
ないように使用する下着に装着するように作られています。その為、文献１をズボンに用
いようとしてもズボン着用時の装着箇所中央部分はＵ字状で線のように細く、鞍のような
形態を持ちながらも前後が扇状に広がる形状の為、ズボンなどには装着する事は出来ませ
ん。さらに、身体の動きに対して自在に形を変えるズボンと一体化し、ズボンに形を合わ
せる事は不可能です。
【０００８】
　上記文献２は布等で作られており、数箇所にボタンなどを利用してズボンに取り付けて
使用するように考えられています。点によって取り付けられているために、特に脚方向に
折り曲げられた部分の接着が完全になされていない為、ズボンと一体化しづらい構造にな
っており、使用には違和感を伴うと思われ実用的ではありません。又、取り外して再度利
用できるように、洗濯する事が可能なように考えられていると推察され、使い捨てにする
事は考えられていない発明であるとも推察されます。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　ズボンの上から下着の線が浮き出る問題点は、ズボン内側のＵ字型になる股の縫い合わ
せ部分（５）に装着する事で、下着の線が浮き出る事は無くなります。
【００１０】
　ズボンの内側Ｕ字状に合わせられるように、ある程度伸縮性のある素材を用い、自在に
形を変形できるものが理想です。
【００１１】
　市販されているナプキンやシートは、身体のカーブに沿うようにつくられていますが、
それとは反対のカーブを画くズボンの内側に装着出来るように形成する事が必要になりま
す。
【００１２】
　布の裁ち目や縫い目を保護し身体への食い込みを避ける為、特に前後中央部分ではズボ
ンの縫い合わせ部分を跨ぐ鞍のような丸みを持たせ、左右中心部分はズボンの縫いしろ部
を保護できるものとすることが望まれます。
【００１３】
　ズボンに装着された状態では前後中央部は細く、その左右は下方向に折られます。
【００１４】
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　ズボンと一体化させるために、前後中央部分から前・後（図１－１参照）に向かっては
、無理なく自然に広げられるように充分な余裕や遊びを持たせます。
【００１５】
　ズボンに接着するように装着させます。
【発明の効果】
【００１６】
　下着を着ける事無くズボンを着用できるため下着の線が浮き出る事が無くなり、パンツ
ラインを気にする事が無くなります。
【００１７】
　本発明を用いる事でズボンのＵ字状になる縫い合わせ部分（５）にかぶせる様に装着す
る事が可能になる為、陰部がズボンに直接接する事がありません。
【００１８】
　使い捨てであり、新しいものと取り替えることが容易に行へ、いつも清潔な状態でズボ
ンをはき続ける事が可能になります。
【００１９】
　身体に合わせるのではなくズボンに合わせる構造のため、ズボンの動きに合わせた動き
が出来る事で、外れにくくなります。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】ズボンの上部ウエスト部分からズボンの中を見た図
【図２】ズボンの左側を切り開き装着部分を表した側面図
【図３】ズボンに装着するための本発明の斜視図
【図４】本発明を前後中央から切断し中央部分を表した斜視図
【図５】土台に適した形状の斜視図
【発明を実施するための形態】
【００２１】
　長さは、現在多く使用されている尿漏れシートやナプキン等と同等か、少し短めの大き
さが望まれます
【００２２】
　形は、前方から後方にかけて同じ幅のものや、瓢箪のように中央部がやや細くなるもの
など色々な形状が考えられ、左右中央から折られた状態では、ズボンのＵ時部分に合わせ
るように、ズボンと同等の形に形成される事が望まれます。
【００２３】
　ズボンに装着時には、前後中央部が砂時計のように極端に細くなり(図１―３参照)前後
（１）は中央部（３）の反対のカーブを画き尚且、扇状に開かれた状態で使用されますの
で、充分な伸縮性や遊びを持たせることが望まれます。
【００２４】
　ズボン着用時の前後中央部数センチは左右中央から鞍のように逆のＵ字状に曲げられて
（４）左右の脚に分かれて取り付けられますが、開脚時にもズボンと一体化できるように
、横に広げることが容易に行えるようにします。
【００２５】
　ズボンに装着される側には粘着剤処理を施しますが、ズボンの縫い代部分に当たる場所
には粘着剤を施さない事が望まれます。
【００２６】
　剥離紙は前、中、後と複数に分けて取り付けることが望ましく、ズボン装着時に失敗す
る事なく、ズボンと一体化させることが容易に行へます。
【００２７】
　前後は左右に広げられた状態で使用され、尚且つねじられる様なズボンの動きにも対応
できるように、中央部から前後にかけても充分に伸縮する素材や、シート自体に遊びを確
保することが望まれます。
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【００２８】
　左右中央部分は、縦半分に折り曲げた状態時に身体に食い込む事の無いように、鞍のよ
うに（図４）曲線状に曲がった状態で保持できる事が望ましく、Ｕ字状の形状記憶を備え
た楕円形状が連なったような（図５）土台になるものを使用する方法も考えられます。
【００２９】
　ズボンの前方、左右中央の開閉部分に掛かる部分には、より多くの遊びを持たせる事が
望まれます。
【００３０】
　男性用に作る事も可能です。
【実施例１】
【００３１】
　前後中央部の剥離紙を剥がしてズボンのＵ字底部に固定し、両足の方向にそれぞれ貼り
付けます。
【００３２】
　その後、前後の剥離紙を剥がしズボンの形に合わせて貼り付けることで、きれいに装着
する事が出来ます。
【符号の説明】
【００３３】
　１　ズボン着用時に扇状に広げられる部分
　２　ズボンの左右を体の中心部で縫い合わせたＵ字状部分
　３　線状に細くなる部分
　４　鞍のような形状で逆さまのＵ字状部分
　５　装着部分
 

【図１】 【図２】
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【図４】

【図５】
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